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はじめに

２０１６年８月３日（水）～８日（月）の世界大正琴交流大会琴リンピック2016 イン新潟は世界の先生や子どもたちから

「新潟大好き！」「大正琴大好き！」「日本大好き」と絶賛されました。

世界大正琴交流大会琴リンピックとは「アイアーン大正琴プロジェクト」と「防災世界子ども会議（NDYS）」と国内外の大

正琴大好き人間達が集い協働で開催するイベントです。

開催趣旨

日本人が日本人のために作った唯一の楽器＝大正琴を全世界に広めるべく、全国から集まった不用になった大正琴

をボランティアで再生し、世界の子供達にプレゼントする「大正琴を世界に拡げよう運動」のシンボルとして、大会を実施

します。大正琴を通じ、流派を越え、世代を越え、地域を越え、交流し、大正琴を次世代に確実に継承していくことを目

的とします。

防災の視点では、世界の小中高等学校の子どもたちが、大正琴を通じて、音楽が持つパワーは「心のケア」の一部と

して深く考えるようになりました。さまざまな国・地域の防災の知恵や災害から学んだ教訓を共有し、学び合い、地球規

模の課題解決へ向けた取り組みを続けることによって「人と人との触れ合いの大切さ」や「命の尊さ」を考える人の育成

に繋がると考え「第２回 世界大正琴交流大会 琴リンピック２０１８イン新潟」を開催することに決定しました。

テーマについて

テーマ 「大正琴の輪は 未来を拓く 防災の輪」 サブテーマ「語り合えば 信じ合える」

サブテーマ…「語り合えば」とは、言語だけではなく、大正琴を弾く、雰囲気、動作、表情等も含めた「語り」であり、人と

人との触れ合いの中で演奏すれば、相手に共感し、受け入れることができるようになるまでの過程です。「信じ合える」と

は、大正琴を弾くことで、相手を信頼することが出来、一緒に弾くことで何かを成し遂げることができるということです。

協働開催について

2014年に全国版の琴リンピックを開催時に提言された、「大正琴を次世代に残すために、高齢化している担い手を若い

人達や海外の子ども達に広めたい」という考えを形にしたのが「世界大正琴交流大会琴リンピック」です。2014年開催時

に「音楽で世界の子供達と手をつなごう」という演題で基調講演をした「アイアーン大正琴プロジェクト」の海外で大正琴

に親しんでいる子供達の合同演奏が日本でできること、そして海外の子ども達に人気の同じアイアーンの日本発プロ

ジェクト「防災世界子ども会議（NDYS）」の日本開催ができること、琴リンピックとしては、海外から子供達を招き、大正琴

の魅力をアピールできること、でお互い協力し合い、お互いの強みを活かして企画され、協働開催という形となりました。

日程

7/19（木） ・学校訪問（予定）訪問校にてワークショップ（マップ＆大正琴）、宣言文づくり、 ・大正琴
贈呈セレモニー、大正琴全体練習 大正琴天板アート製作

7/20（金） ・アイアーン世界大正琴交流大会 ・新潟市歴史博物館で防災学習、市内観光・宣言文練
習（NDYS＆大正琴）

7/21（土） ・日報メディアシップ見学・コンサートホールにてリハーサル ・世界災害安全マップ・大正琴
天板アート展準備 ・ミニ散策 ・ホテルイタリア軒にてカルチャーナイト ・会議

7/22（日） ・「第２回 世界大正琴交流大会 琴リンピック２０１８イン新潟」開催 ・会議と発表準備

7/23（月） ・「防災世界子ども会議２０１８イン新潟」各国発表会、テレビ会議 ・午後各国帰国

開催趣旨 ※1 アイアーンとは、＜iEARN(International Education and Resource Network)＞、世界130カ
国・30 言語・40,000 教員・200万生徒・200プロジェクトからなるグローバルなNPO教育ネッ
トワークです。 日本のセンターはジェイアーン＜JEARN＞です。

※1



事業概要

事業名 第2回世界大正琴交流大会 琴リンピック ２０１８ イン 新潟

テーマ
大正琴の輪は 未来を拓く 防災の輪

―語り合えば 信じ合える―

会 期 平成30年7月19日（木）- 23日（月）

主たる
会 場

・NDYS＆大正琴ワークショップ学校訪問（新潟市内の学校 未定）
・演奏発表会＆ウエルカム・パーティ NSGカレッジリーグ学生総
合プラザ 大研修室（新潟市中央区紫竹山6-3-5）

・大正琴の交流演奏 琴源ビル (新潟市中央区白山浦1-222-3）
・会議・カルチャー・ナイト ホテルイタリア軒 サンマルコ
（新潟市中央区西堀通7番町174）
・演奏発表、宣言文採択・発信 新潟市民芸術文化会館 りゅーと
ぴあ コンサートホール（新潟市中央区一番堀通町3-2）

宿泊所 NSGカレッジリーグ学生総合プラザSTEP・ホテル イタリア軒他

参加者
規 模

海外のNDYSスクール・各国大正琴推進スクール等 約100名
参加予定国は、モロッコ、マレーシア、イタリア、ネパール、ウクライナ、コロムビア、
イラン、インド、アメリカ、インドネシア、中国、モンゴル、ロシア、オーストラリア、トル
コ 台湾など

国内 約220名
＊宣言発表会には、琴リンピックに参加の大正琴愛好家が参加予定
＊多地点インターネットテレビ会議＆LIVE配信〈7月23日）
※宣言発表〈7月22日）は、全ビデオ撮影後→編集→YouTube配信

協 働
主 催

大正琴新潟友の会内 琴リンピック2018イン新潟実行委員会
アイアーン大正琴プロジェクト実行委員会
防災世界子ども会議実行委員会

共 催
新潟市
NPO法人グローバルプロジェクト推進機構 JEARN

後 援
(予定）

外務省、文部科学省、文化庁、新潟県・新潟市教育委員会・各市町教育
委員会、新潟日報社・朝日新聞新潟総局・読売新聞新潟支局・毎日新聞
新潟支局、NHK新潟放送局・BSN新潟放送・Ｎ Ｓ Ｔ・TeNYテレビ新潟・
UX新潟テレビ21・エフエムラジオ新潟・エフエムポート等

言 語 英語・日本語

事務局 新潟市中央区白山浦1-222-3



第２回世界大正琴交流大会 琴リンピック２０１８イン新潟 （協働開催）
アイアーン大正琴プロジェクト

第１4回 防災世界子ども会議２０１８イン新潟 【予定表】

月日
曜日

午前 午後及び夜

7/19
（木）

〇受付（9：00-10：00）
〇荷物整理
〇プログラム確認

〇昼食：ステップ（12：00-13：00）

〇大正琴ワークショップ（15：00-17：00）
〇夕食：（17：00-18：00）

7/20
（金）

〇朝食：（7：00-8：00）

〇A班練習（琴源ビル）→専門学校（ア
ニメ専攻科）にて天板アート制作(8：00-
12:00)
〇B班観光（10：00-12：00）
〇昼食：ステップ（12：00-13：00）
※展示準備を含む（ABの空き時間）

〇B班練習（琴源ビル）→専門学校（アニメ専攻科）
にて天板アート制作(13：00-17:00)
〇A班観光（15：00-17：00）
〇夕食：ステップ（17：00-18：00）

7/21
（土）

〇朝食（7：00-8：00）

〇昼食：弁当（サンドウィッチ、飲み物）

7/22
（日）

〇朝食：（7：00-8：00）バス出発

〇基調講演 遠藤ケイ様
〇各国参加者紹介＆NDYSガイドライン
＆演奏曲目紹介
〇宣言発表（NDYS）
〇大正琴演奏会
〇昼：弁当（サンドウィッチ 飲み物）

〇夕食： ステップ（17：00-18：00）

7/23
（月）

〇朝食：（7：00-8：00）
〇オープニング（大正琴演奏）8：30
〇各国発表会（8：30-11：30）
〇昼食：ステップ（12：00-13：00）

〇各地へ帰国のための無料バス出発（新潟駅・空
港）（13：00 要予約）

アイアーン大正琴プロジェクト世界大正琴交流ワークショップ＆専門学校で天板アート制作

会議＆カルチャーナイト（16：30-20：30）イタリア軒

リハーサル 災害安全マップ展示準備＆大正琴愛好家と日本文化交流会（9：00-16：00）

宣言発表舞台用ポスター制作（18：00-21：00）

大正琴贈呈セレモニー（10：00-12：00）

新潟市歴史博物館、火力発電所にて防災学習・朱鷺メッセ観光

リハーサル 天板アート展準備＆大正琴愛好家と日本文化交流会（9：00-16：00）

第２回 世界大正琴交流大会 琴リンピック２０１８イン新潟参加者全員演奏発表
第14回 防災世界こども会議2018イン新潟各国発表＆宣言発表（同時開催）

防災世界こども会議 発表会

学校訪問 （13：00-15：00）

メディアシップ見学（8：00-9：00）

NDYS発表リハーサル＆大正琴練習（19：00-21：00）

水族館見学（15：30-17：00）

宣言発表舞台用リハーサル（18：00-21：00）

リハーサル会場：りゅうとぴあコンサートホール
展示＆日本文化交流会場：ホール（終日）

イクトピアイルミネーション散策（18：00-19：00）



海外参加者の経費＆準備するもの

各個人が必要とする経費

• 自分の国から新潟市までの往復渡航費とそれに掛かる諸費用

• ～19日朝食費、２３日夕食費～

• 〇前泊１８日(3,500円食事なし） ●後泊２３日(3,500円食事なし）

• 海外旅行保険（個人）

• 個人の観光費用（東京方面等）

グループ及び個人が準備するもの

〇身の回りのもの一般：

①パスポート、②ビザ、ビザが必要な人は事前にお知らせください。郵便で送ります。③日本円
（空港で両替をすること）、④洗面用具、⑤パジャマ、⑥下着やTシャツ等の着替え、⑦食事規
制のある人は、食べ物、（※日本の食品には調味料として酒、ラード等が含まれるものが多
い。）⑧普段必要だと思うもの。⑨お土産と名刺（日本以外の人は１００人、日本人３５０人ぐら
いの参加です。）

〇発表のためのもの

1. NDYSは災害安全マップ（NDYSに寄付）２２日舞台に持って提示とロビーに展示

2. 紹介プレゼン用ＰＰＴ（２２日舞台で３０秒の学校紹介、学習紹介、大正琴演奏発表曲名紹
介）

3. 発表プレゼン用ＰＰＴ（２３日発表会場「ステップ」の大研修室で発表をするための）

4. 自国の民族衣装【２１日カルチャーナイト、２２日舞台発表、２３日プレゼン発表で着ます。】

5. 冊子用学習内容紹介資料ワードＡ４1枚または2枚

〇展示のためのもの

1. 国や、学校紹介、学習紹介（「発表のためのもの」2と同じでよいが印刷してあるもの。）

2. NDYSは災害安全マップ（「発表のためのもの」1と同じ）

3. その他、自国の宣伝になるような品物（雑貨やお菓子程度ならば販売してもよい）販売許可
を取る予定。

4. 天板アート（天板アートコンクールがあります。決まった大きさの紙に大正琴の天板に貼る
絵を描いて出してください。（作品は初日に日本で描きます）

〇琴リンピックからのお土産〈約５キロ〉

1. 大正琴１人１台〈約３キロ〉ピック、調子笛、ソフトケース付き

2. 日本の遊びグッズ（お手玉等）

3. 天板アート参加記念手作りストラップ（何枚提出しても一人１個）

第2回世界大正琴交流大会
琴リンピック2018イン新潟
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http://www.mofa.go.jp/index.html


会場周辺地図

周辺マップ

【りゅーとぴあ】
NDYS＆大正琴プロジェクト宣言

発表 会場

【ホテルイタリア軒】
カルチャーナイト 会場

信濃川・やすらぎ堤散策

メディアシップ

朱鷺メッセ

みなとぴあ

新潟駅



宿泊所＆ 大正琴の練習場

学生総合プラザSTEP

日付 イベント予定 場所

7/19木 〇 学校訪問が中止の場合 海外NDYS参加者と
新潟市内の生徒が防災会議。宣言文を作る。
〇大正琴ウェルカム演奏
〇大正琴贈呈式＆大正琴の練習

大研修室1/2
会議室

7/20金 〇アイアーン大正琴プロジェクト交流会
琴リンピック演奏会のための日本の愛好者との大
正琴練習
〇新潟市内観光（A・B班交代）

琴源ビル
会議室/中研修室

7/23月 防災世界子ども会議2018イン新潟 成果発表
基調講演

大研修室1/2

☜ 琴源ビル

7/20 アイアーン大正琴プロジェクト
琴リンピック大正琴交流

新潟市中央区白山浦1-222-3
電話025-231-0510
学校町3番町バス停前
りゅーとぴあまで徒歩15分

国内外の成果発表予定者の宿泊所 1、３、４階は、WIFI OK
NDYSスクールの交流合宿の場です。



4F 大研修室 最大700人収容可

学生総合プラザSTEP

7/19（木）
４F 大研修室で 大正琴ウェルカム演奏・大正琴贈呈式・ワークショップ

7/23（月）
大正琴愛好者と共に「防災世界子ども会議2018イン新潟」を開催



7/21～22 宣言文発表会 会場図

会場入口 ⇒

コンサートホール

新潟物産出店
場所（予定）

1ロビー
2案内/ショップ
3クローク
4コンサートホール
6スタジオＡ
8カフェ

天板アートコンテスト展示
NDYS各国ポスターセッション
災害安全マップ展示ブース

最大2,000人 収容可

新潟市民芸術文化会館 りゅーとぴあ・コンサートホール

7/21～22 第2回世界大正琴交流大会琴リンピック2018イン新潟
演奏会・宣言文発表・天板アートコンテスト発表・参加証明書授与式

&
防災世界子ども会議2018イン新潟 展示・宣言文発表



7/21 ガラ・パーティ／カルチャーナイト

ホテル イタリア軒

カルチャーナイト
３Ｆ サンマルコ

海外から100名の子どもたちと先生方、国内から大正琴愛好家220名が

大正琴文化交流会をもちます。子どもたちは、それぞれの国・地域の民族衣
装を身に着けて登場します。



実行委員会組織

米山 隆一 （新潟県知事）

篠田 昭 （新潟市長）

福田 勝之 （新潟商工会議所会頭）

池田 弘 （新潟経済同友会特別幹事）

委 員 長

金子 秀樹 （大正琴新潟友の会会主）

副委員長

遠藤 ケイ （大正琴新潟友の会会長）

役 員 村山 英子 （新潟市北区）

役 員 諸原 由紀子 (新潟市西区)

役 員 樋口 由紀子 （新潟市西蒲区）

会 計 金子 初美

(大正琴新潟友の会事務局)

監 事 田村 征司

(ナレッジライフグループ会長)

委 員 佐々木 嶺松（秋田花かげ会）

委 員 吉田 智代子（群馬大正琴友の会）

委 員 川合 鈴子 (大阪府)

委 員 熊谷 喜美枝 （北海道）

委 員 木下 幾子 (茨城県)

委 員 仁藤 ひろ子 （静岡県）

委 員 横野 公 （神奈川県）

委 員 坂井 邦子 (新潟市東区)

委 員 川嶋 昌子 （新潟市中央区）

委 員 田中 邦子 (新潟市江南区)

委 員 武沢 須美江 （新潟市秋葉区）

委 員 山崎 クニ子 (新潟市南区)

委 員 栗山 玲子 （三条市）

委 員 長谷川 サト （燕市）

委 員 指田 トシエ （加茂市）

委 員 千代 順子 （新発田市）

委 員 川村 久美子 （村上市）

委 員 伊藤 知子 （阿賀野市）

委 員 渡辺 幸江 （田上町）

委 員 寺久保 敦子 （阿賀町）

委 員

顧問 (予定)

廣田 元子 アイアーン大正琴プロジェクト(代表)

納谷 淑恵 防災世界子ども会議＝ＮＤＹＳ(代表)

戸塚 操 （ロマン全国セミナー実行委員長）

原田 正太郎 （ロマン大正琴指導者）

鈴木 康之 （群馬大正琴友の会会主）

市山 七十世 （日本舞踊市山流家元）

（一般財団法人新潟市音楽芸能協会理事長）

鈴木 五郎

(一般財団法人新潟市音楽芸能協会専務理事)

能登 剛史

（にいがた総踊り祭り総合プロデューサー）

三國 レイ子

（社会福祉法人親永会はじめ保育園園長）

徳永 健一 （郷土の文化に親しむ会会長）

村山 利家 （新潟フジカラー代表取締役社長）

名誉顧問 （申請中）



琴リンピック2018 イン 新潟 実行委員会規約

名称 第１条 本会は、琴リンピック実行委員会(以下「本会」という。)と称する。

目的 第2条 本会は、大正琴を全世界に広めるべく、善意で全国から集まった大正琴をボランティ

アで再生し、世界の子供達にプレゼントする運動のシンボルとして、大会を実施し、大

正琴を通じ、流派を越え、世代を越え、地域を越え、交流し、大正琴を次世代に確実

に継承していくことを目的とする。

事業 第3条 本会は、第2条の目的を達成するため次の事業を実施する。

大正琴を世界の子供達にプレゼントする。

世界の子供達に大正琴に親しんでもらうための講習会と海外参加者大正琴子供コン

クールを実施する。

外国の子供達と日本の子供達との大正琴を通じた交流をする、交流会実施。

世界大正琴交流大会琴リンピックを実施。その他目的達成のために必要な事業に関

すること

組織 第4条 本会は、琴リンピックの趣旨に賛同する個人団体などをもって組織する。

役員および委員 第5条 本会は、委員長1名、副委員長若干名、監事1名、会計1名を、役員数名を置く。

委員長は、実行委員の互選で選出する。その他の役員は、委員長が実行委員会の

同意を得て選任する。

役員および委員の職務 第6条 委員長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。

副委員長は、委員長を補佐し、委員長が不在のときは、その職務を代行する。

会計は、実行委員会の収支を管理する。

監事は、実行委員会の業務執行の状況及び会計を監査する。

役員は実行委員会の円滑な運営および事業の発展について助言する.

役員および委員の任期 第7条 役員及び委員の任期は原則1年とする。ただし、イベントの始期終期

により変更できる。再任を妨げない。

会議 第8条 実行委員会の会議は、委員長が召集し、会長が会議の議長となる。

事務局 第9条 実行委員会の事務局は、新潟市中央区白山浦の大正琴新潟友の会内に置く。

その他 第10条 この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し、必要な事項は、委員長が

定める。

附則 この会則は、平成29年1月1日から施行する。



第1回世界大正琴交流大会＆防災世界子ども会議
2016年8/3～8/7
結果内容

参加団体名

＜海外＞

モンゴル国 / ネパール連邦民主共和国 / アメリカ合衆国

中華人民共和国‥（深圳第２小学校）・台湾‥（鳳西國中学校）

インドネシア共和国‥ 『SMP ISLAM AL-AZHAR 9 "KEMANG PRATAMA"』

イラン・イスラム共和国‥『Kherad School, Saba School』

コロンビア共和国‥シモーナデュケ産業専門学校、ポンティフィシアボリバル大学

オーストリラリア連邦‥Leongatha Primary School

インド‥ （聖マルコ シニアセコンダリーパブリックスクール）

トルコ共和国‥ 『Emine Ornek School』 アイアーンの有志

＜県外＞

秋田県：秋田花かげ会 群馬県：群馬大正琴友の会

混合 チーム花は咲く‥静岡県、長崎県、愛知県、栃木県、東京都

甲南高等学校

＜県内＞

チームトッピー・チームキッピー・チームキョージョ・チーム笹団五郎

・チーム花野古町・チームジージョ

＜特別出演＞ＮＳＧグループ日本語科海外留学生有志

ONE WORLD（ネパール・中国・モンゴル・ベトナム・アメリカ・インドネシア）

★ 防災世界子ども会議に新潟市立南浜中学校の皆様に参加していただきました。

＜賛助出演＞

合 唱 琴リンピック合唱団

三味線 津軽三味線小林組。

長 唄 小林知子（東音）

寄 席 新潟大学落語研究部

＜スタッフ＞

プロデュース 琴 源

司会・進行 山本潤二・淑子／鈴木五郎

伴 奏 キーボード 鈴木 康之

音 響 サウンドスキッパー 宮川龍蔵

映 像 ㈱鈴商 ㈱琴源

記録・撮影 伊藤一郎

舞 台 新潟照明技研㈱



「第1回世界大正琴交流大会 琴リンピック2016イン新潟」 の概要

この大会は、大正琴を世界に拡める運動の象徴としてに海外から中高生約100名が参加した
第1回目の世界大正琴交流大会という一大イベントでした。

開催日：2016年8月3日(水)～7日(日)の流れ
８月3日(水)ＮＳＧのＳＴＥＰ

海外組は、新潟入りし、同時開催の「防災世界子ども会議」の準備。その中では、みなとぴあ見学、
朱鷺メッセ展望フロア見学、大正琴ウェルカム演奏をし、大正琴がどんなものかを披露。琴リンピック
世界大会で大正琴を弾く子供たち全員に大正琴をプレゼントしました。

８月4日(木)

「防災世界子ども会議」をＮＳＧのＳＴＥＰでおこない、前みなとぴあ副館長の田代雅春氏の講演を実
施。講演会は、公開とし、市民参加を呼びかけたところ、８５名の一般参加があり、また、新潟市立南
浜中学校の生徒が会議に参加してくださいました。夕方、大正琴を弾いたことのない子供達にワーク
ショップをして、1曲でも弾けるようにして琴リンピックで発表する準備をしました。



８月5日(金)

２班にわかれ、「新潟ふるさと村」見学と琴源ビルで大正琴のワークショップをし、演奏会に備え、
合間にポスターセッションの準備もしました。新潟まつりの民謡流しに参加するため、ゆかたをプ
レゼントして、ボランティア１０名で浴衣を着せて、新潟甚句の踊りのレッスンをしました。夜、琴リ
ンピックの山車を先頭に万代橋の上で踊りました。後日その写真が新潟市の市報に載りました。

８月6日(土)

朝方、メディアシップの展望フロアに寄り、りゅーとぴあコンサートホールにて、終日リハーサル。
この日は、大正琴の愛好家が新潟からは約150名、県外からも約80名新潟入りし、リハーサルを

しました。海外組は、ロビーに各国の防災に関する展示をして、準備。日本の伝統的な遊び、あ
やとり、お手玉、折り紙などのコーナーも設け、日本の高齢者との交流もできました。



8/6 ガラ・パーティ／カルチャーナイト

ホテル イタリア軒

イタリア軒到着後、出演者全員による、交流会。海外の子どもたちと先生方と
国内から大正琴愛好家参加者総勢３５０名の交流会。子どもたちは、それぞれ
の国・地域の民族衣装を身に着けて練習してきたパフォーマンスを披露し、約２

時間半交流しました。



8/7 防災世界子ども会議２０１６ 宣言文発表
＆琴リンピック演奏会場

会場入口 ⇒

コンサートホール

1ロビー
2案内/ショップ
3クローク
4コンサートホール
6スタジオＡ
8カフェ

NDYS
各国ポスターセッション

災害安全マップ
展示ブース

新潟市民芸術文化会館 りゅーとぴあ・コンサートホール



８月7日(日)

いよいよ本番。コンサートホールでは、全国からの大正琴愛好者による演奏、海外組のパ
フォーマンス、両方入り交じっての演奏が繰り広げられます。その途中で、海外組は、「防災世
界子ども会議」の宣言文を舞台で発表しました。ロビーでは、各国の展示があり大盛り上がり。
来場者も大喜び。演奏会の圧巻は、日本側で、「ざ・じょんがら」を100人で弾き、大正琴愛好者

がいかに元気かということをアピールしました。それに負けじと海外組も「さくらさくら」「故郷」を
全員で弾きました。NDYSの宣言文発表、最後に、大正琴贈呈式、天板アートコンテストの発表、
参加証明書授与のセレモニーがあり、２年後にまた集うことを約束し、大声で、宣言文「大正琴
がんばりま～す！」を全員で言って終了。出演者全員が舞台に乗り、フィナーレとなりました。
この日が、世界に大正琴を拡めるための第1歩となりました。海外組は、１人１本、全１００本大

正琴を持って自国に帰りました。大正琴が世界にお嫁に行きました。大正琴が日本の文化の
ひとつとして広く認識してもらえるのを願っています。

← 天板アート

その晩、海外組は、新潟花火を
陸上競技場で観覧しました。



＜お 礼＞

アイアーン大正琴プロジェクト代表
廣田 元子

アイアーン大正琴プロジェクトは、８年目に
「琴リンピック２０１６イン新潟」で開花いた
しました。

「琴リンピック実行委員会」の皆様を始め、
大正琴新潟友の会の皆様本当にありがと
うございました。

私は、２００７年に愛知で開催した「防災
世界子ども会議２００７インあいち」での無
理がたたり、２００８年７月に変形性膝関節
骨切り術の手術を受けました。その後のリ
ハビリ中に出会ったのが大正琴です。２０
０８年９月、リハビリをしながら大正琴普及
活動の施策に思いを巡らせ、２００９年「ア
イアーン大正琴プロジェクト」を立ち上げ、
世界に向けて活動を開始しました。２０１４
年「琴リンピック実行委員会」と協働で活動
を始めてからは、急速にその活動が活発
となりました。２０１６年８月７日「琴リンピッ
ク２０１６イン新潟」でとうとうアイアーン大
正琴プロジェクトは大きな大輪となり花を
咲かせてくれました。実は、私はこの光景
を２００８年に夢に描いていました。夢の裏
にはこのような思いもありました。
大正琴の愛好家は全国に溢れるほどいる。きっとどこかの大正琴組織が世界に目を向ける時
が来るであろう。その時が来れば世界の子供たちを日本のコンサートホールに上げることがで
きるであろう。

しかし、その時はなかなか訪れる気配もなく、自己資金も底をついてきたので２０１４年にプロ
ジェクトを閉じようとしていました。その矢先に頂いた話が「琴リンピック世界版」でした。まさに
私が２００８年に夢に描いた内容でした。その後はひたすら琴リンピック実行委員会と防災世
界子ども会議実行委員会と協働で活動し、とうとう夢は叶いました。

私にはもう一つ、「琴リンピック」の続きで描いている夢があります。それは１００年前、世界に
羽ばたいた大正琴愛好家をもう一度結集させることです。眠っている大正琴にもう一度息を吹
き込み、現地の人たちと共に演奏を楽しんでもらうことです。さらには、その人たちが日本の地
でも演奏することです。もちろん、演奏する人は世代が代わっているでしょう。それは仕方がな
いことですが、楽器が世代を越えて受け継がれることが大切なのです。
２０１８年7月、世界へ飛び立った大正琴の輪がその人たちを呼び寄せてくれるのを夢に描い
て次への活動を開始いたします。



留学生グループの先生より

皆さん１ヶ月頑張りました。できなくて辞めた人もいるなか夏休みも毎日二時間も練習して
迎えた本番。コンサートホールの大きさ、観客の数、会場の雰囲気などからの極度の緊張
から帰りたい、逃げたいと言いながらもステージでは堂々たる演奏をしていました。
演奏が終わったあとは皆とてもいい笑顔で、やってよかった、楽しかった、と口々に言って

いました。嫌なことから逃げないでやりとげられたという経験が彼等にとってこれからの人生
にも役に立つと思います。大正琴の演奏、素晴らしかったです♪

琴リンピック合唱団 団長より

大正琴と日常あまり縁のない合唱団の皆さんに
とっては、素晴らしい演奏にも接することが出来て、
また「琴リンピック世界大会」という晴れの舞台に立
つことが出来た、楽しかった、いい経験をさせてい
ただいたとのメッセージが多数ありましたことをご
報告いたします。



大正琴新潟友の会一会員より

どの国でどんな方が参加されるのか興味と期待を持って参加をし、ビックリしました。
琴源先生の根気のある行動の伴った根回しには感服しました。前日6日の親睦会の

場の華やかな事、今までと違った半ば老人会とは一変し溌剌とした子供達の中での
会は初めての経験でした。二度と経験できない場に参加出来、躍動感を頂き幸せをも
らいました。当日7日の昼食後ロビーにてモンゴルの人達の売店で品定めをしていた

ら突然、トッピーさんの演奏は素晴らしかったですと子供さんに言われてビックリ、笑
顔で再度ヨカッタデスと言われたので財布をゲットしました。

大正琴新潟友の会一会員より
10ヵ国の海外の子供達が参加して琴リンピック世界大会を開催するという途方も無いイ

ベントを準備するに当たり、高齢者でもある会員達がボランティアという底力を存分に発
揮し、成功への一役を担ったと思います。子供達は毎日過密スケジュールにもかかわら
ず、疲れた様子も見せず楽しそうに演奏し、パフォーマンスで会場を沸かせ、今までに無
い雰囲気で観客も我々も十分楽しませてもらいました。それぞれの国に帰っても、この
楽しかったイベントを思い出し、大正琴をずっと続けて欲しいし、世界に広めてほしいと
願っています。最後に友人の弁ですが「何と言っても圧巻は“じょんがら”だったし見ごた
えがあったよ」とその一言で必死に練習したかいがあったと思い報われました。



挨 拶

防災世界子ども会議実行委員会
実行委員長 納谷 淑恵

平成28年8月3日より8日まで、新潟市において、
気候変動と私たちの住む町の「防災・減災・復
興」をテーマとし、「防災世界子ども会議2016 

in新潟」を無事開催することができました。
防災世界子ども会議は、国際的な教育のNGOで
あるInternational Education and Resource Net

work（略称iEARNアイアーン）のプロジェクト
として2004年から始まり、今日に至っています。
これまで、日本国内のみならず、トルコ、トリニ
ダードトバゴ、台湾と国外においても成果発表会
を行ってきました。
今年の新潟会議では、海外からの参加国・地域は、
オーストラリア連邦、アメリカ合衆国、コロンビ
ア共和国、トルコ共和国、イラン・イスラム共和
国、インド、インドネシア共和国、中華人民共和
国、台湾の８か国1地域からの参加がありました。
また、インターネットテレビ会議では、インドや
マレーシア、宣言文発表会には、モンゴル、ネパ
ールからの参加もありました。日本からの発表者としては地元新潟の南浜中学校及び
兵庫県芦屋市や神戸市の高等学校が参加をしました。プロジェクトの成果発表会には
テレビ会議による発表を含めると、100名以上の生徒が発表を行いました。また、協
賛団体の協力により、8月4日のプロジェクト成果発表会には85名、8月7日の防災世界
子ども会議2016宣言発表には、430人の新潟を始め様々な都道府県からの参加者と
530人の聴衆の参加がありました。防災世界子ども会議は、これまで10年以上成果発
表会を開催してまいりましたが、このように様々な方が参加する大規模な会議となっ
たのは初めてでした。これも、ひとえに共催団体である大正琴新潟友の会内 琴リン
ピック2016イン新潟実行委員会をはじめとする新潟の皆様の多大な協力があればこ
その成功です。ご協力くださいました皆さまには、心より感謝申し上げます。
また、会期中、参加者に病気も事故もなく無事に会議を終えることができましたのは
、本当に喜ばしいことで、会議に参加した海外の皆さんからは会議の素晴らしさだけ
でなく、日本の素晴らしさ、特に新潟の方々のホスピタリティに感動したと口々にお
褒めの言葉をいただきました。
私たちが願う、グローバルな視点から見た防災と、学校と家庭・地域が共同する防災
教育の構築に向けた活動が、新潟の地で花開いたといえます。
最後に、防災世界子ども会議を開催するにあたって、様々なご協力をいただきました
皆様に再度お礼申し上げます。本当にありがとうございました。
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